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社 是

経 営方針

以和為貴
「和を以て貴しとなす」

英知と活力を集結して
事業の発展を目指し、
法令順守のもと

我々が誇れる会社を目指す。
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　株主の皆様には、平素は格別のご高配を賜り厚く御
礼申し上げます。
　当社第67期（2021年４月１日から2022年3月31
日まで）の営業を終了いたしましたので、その概要をご
報告申し上げます。
　当連結会計年度におけるわが国経済は、新型コロナ
ウイルス感染症拡大の影響が続いているなか、ワクチ
ン接種の普及や追加の経済政策により総じて持ち直
しの動きが見られたものの、変異株による感染リスク
の再拡大や新規感染者数の高止まり傾向から収束時
期の見通しが立たない状況が続いております。また、
半導体不足や原材料価格および物流費の高騰、ロシ
アによるウクライナへの侵攻など地政学的リスクの影
響も加わり、依然として先行き不透明な状況が続いて
おります。
　このような経済環境のもと、当社グループの業界に
おきましては、既存事業の新規製品開発および販売強
化に努めてまいりましたが、原油価格の高騰による原
材料価格の上昇やコンテナ不足の物流費および海上
輸送費の高騰、円安による輸入仕入高の上昇など、収
益面において厳しい状況となりました。その結果、売上
高82億88百万円（前期比7.6％増）、営業利益92百
万円（前期比59.9％減）、経常利益１億85百万円（前
期比28.6％減）、親会社株主に帰属する当期純利益１
億60百万円（前期比0.7％減）となりました。
　セグメント別の状況は次のとおりであります。

［自動車用品部門］
　自動車用品関連につきましては、一部新型車の自動
車用フロアーマットの売上は好調であったものの、半
導体の供給不足および東南アジア諸国のロックダウ

ンの影響に伴う部品供給不足等による自動車メーカ
ーの新車生産の調整・休止等を受け、新車販売台数は
低調に推移している状況のなか、原材料価格の上昇お
よび円安による輸入仕入高の上昇、コンテナ不足の物
流費および海上輸送費の高騰等により、売上高49億
55百万円（前期比1.5％増）、営業損失10百万円（前
期は営業利益１億45百万円）となりました。

［産業資材部門］
　産業資材関連につきましては、ICデバイス・各種電
子部品の搬送や保管等に用いるマガジンスティック
は、半導体の供給懸念があるなか旺盛な需要であり、
住宅用建材向け部材および合成木材製品のエクステ
リア向けデッキ材は、市場の受注増加に伴い売上は好
調に推移いたしました。その結果、売上高33億33百
万円（前期比18.3％増）営業利益１億３百万円（前期比
20.0％増）となりました。

　株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支
援を賜りたくお願い申し上げます。

2022年6月

株 主 の 皆 様 へ

代 表 取 締 役 社 長

浦 　 義 則
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科　目 当　期
（2022年3月31日現在）

資産の部
流動資産 5,745,871
固定資産 4,018,131
　有形固定資産 3,186,234
　無形固定資産 225,278
　投資その他の資産 606,617
資産合計 9,764,002
負債の部
流動負債 1,917,482
固定負債 846,974
負債合計 2,764,457
純資産の部
株主資本 6,366,471
　資本金 1,241,700
　資本剰余金 1,271,253
　利益剰余金 4,009,848
　自己株式 △156,330
その他の包括利益累計額 633,074
　その他有価証券評価差額金 34,123
　土地再評価差額金 476,930
　為替換算調整勘定 108,084
　退職給付に係る調整累計額 13,936
純資産合計 6,999,545
負債及び純資産合計 9,764,002

▶連結貸借対照表（要約）（単位：千円） ▶連結損益計算書（要約）（単位：千円）

科　目
当　期

（2021年4月1日から
  2022年3月31日まで）

売上高 8,288,828
売上原価 6,504,168
売上総利益 1,784,659
販売費及び一般管理費 1,691,789
営業利益 92,870
営業外収益 108,023
営業外費用 15,617
経常利益 185,276
特別利益 227,516
特別損失 138,611
税金等調整前当期純利益 274,181
法人税、住民税及び事業税 88,717
法人税等調整額 24,930
当期純利益 160,534
親会社株主に帰属する当期純利益 160,534

（注） 記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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010_0072801302206.indd   5010_0072801302206.indd   5 2022/06/13   18:07:192022/06/13   18:07:19



6

科　目 当　期
（2022年3月31日現在）

資産の部
流動資産 5,176,999

固定資産 3,718,177

　有形固定資産 2,276,345

　無形固定資産 5,770

　投資その他の資産 1,436,061

資産合計 8,895,176
負債の部
流動負債 1,756,966

固定負債 488,417

負債合計 2,245,383
純資産の部
株主資本 6,138,739

　資本金 1,241,700

　資本剰余金 1,271,253

　利益剰余金 3,782,116

　自己株式 △156,330

評価・換算差額等 511,053

　その他有価証券評価差額金 34,123

　土地再評価差額金 476,930

純資産合計 6,649,792

負債及び純資産合計 8,895,176

▶貸借対照表（要約）（単位：千円） ▶損益計算書（要約）（単位：千円）

科　目
当　期

（2021年4月1日から
  2022年3月31日まで）

売上高 6,898,402
売上原価 5,416,746
売上総利益 1,481,655
販売費及び一般管理費 1,367,245
営業利益 114,409
営業外収益 100,964
営業外費用 7,884
経常利益 207,489
特別利益 227,516
特別損失 121,611
税引前当期純利益 313,394
法人税、住民税及び事業税 81,429
法人税等調整額 22,642
当期純利益 209,322

（注） 記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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事 業 紹 介

　当社におきましては、1970年代後半に自動車のフ
ロアマット分野に進出しました。
　自動車用品事業は、3拠点（日本、ベトナム、中国協
力工場）にて純正フロアマットを中心に製造販売を行っ
ており、国内外の大手自動車メーカーのOEM商品と
して採用されております。また、一般ユーザーの需要
に応えるオリジナルブランドのフロアマットも製造販
売し、日本国内でのトップシェアを維持しております。

　また2010年代中頃よりグローバル営業戦略に伴い、
中華圏・アセアン地域を中心に海外ビジネスもスタート
し、国内シェアの安定化とともに販路拡大にも力を入れ
ております。

　メイン商品はフロアカーペットマットであり、カーペッ
ト（絨毯）と独自の押出技術を複合した車両用マットで
あります。
　また、最近では耐水・防汚に優れた素材をインジェ
クション成形したオールウェザーマットも好評であり、
この2アイテムを柱とし、高度なクオリティでカーマット
のリーディングカンパニーとなっております。

　50年の歴史で我々が学んできたフロアマットのノ
ウハウを活かし、個の力とチームワークで自動車業界
の環境変化に積極的に取り組み、高度な価値創造に
挑戦し続けてまいります。また、地球全体の環境保全
にも配慮した製品を提供し、これまで以上に快適なカ
ーライフの実現をサポートしてまいります。

自動車用品
部門
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　産業資材部門としては、現在マガジンスティックを
主とする「半導体関連部材」、端子台カバーを主とする

「工業用部材」、エアコン用ダクトを主とする「住宅関
連部材」、オフィス部材を主とする「鋼製家具部材」、白
物家電を主とする「家電製品部材」、公共工事向け部
材である「下水道管路補修部材」のこれら6事業を柱
と位置づけ、市場構造の変化を見据えながら事業を
推進しております。
　特に「住宅関連部材」であるエアコン用ダクトカバ
ーの生産が本格的に稼働し、「下水道管路補修部材」
とともにコア事業とするまでに成長いたしました。

　産業資材部門では販売戦略（マガジンスティック）、
商品戦略（エアコン用ダクトカバー、下水道管路補修
部材）で生産の基盤を固め、それらを支える技術力と
現場力を生かしたものづくりを行っております。さら
に、技術力の強化に努め、生産効率や付加価値の向
上とともに安定した高品質の製品をお客様に届けるこ
とを目指します。

産業資材
部門
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事 業 紹 介

ストランデックス事業
部門

（株式会社K&M）

　株式会社K&Mは2009年に創業し、「合成木材」
（木粉と樹脂の複合材）の開発・製造・販売に特化し
た事業運営を行っており、国内有数の合成木材メーカ
ーとして認知されております。
　K&Mブランドとしての製品は市場に出回っており
ませんが、エクステリアメーカー様、ベンチメーカー
様、造園業者様等からのオーダーにお応えした部材
を、QCDを満たした条件でお客様に提供し、お客様ブ
ランドにて多種多様に販売いただいております。

　近年、海外の合成木材メーカーとの価格競争が激し
くなってきており、価格（コスト）の見直しに伴う再生 
原料の使用比率や工程改善を求めるニーズと、調達リ
スクや品質の安全性、開発等に着目し、コストダウン
より付加価値を重要視するニーズの二極化に対応す
べく、社内だけでなく協力会社様、仕入先様とも共同
で事業運営に取り組んでおります。
　今後は今まで培った合成木材の開発・製造・販売
の経験・知識・ノウハウを活かしながら、固定概念や
先入観にとらわれないよう柔軟な発想・幅広い視野を
もって取り組んでまいります。
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合計
1,460,000株

証券会社
18,349株
1.26％

個人・その他
1,056,546株

72.36％

国内法人
180,230株
12.34％

外国人
21,271株
1.46％

金融機関
81,000株
5.55％

自己名義株式
102,604株
7.03％

合計
1,353名

証券会社
13名
0.96％

個人・その他
1,297名
95.87％

金融機関
3名

0.22％

国内法人
31名
2.29％
外国人
8名

0.59％

自己名義株式
1名

0.07％

株 主 名 持株数（千株）持株比率（％）
和田正行 266 19.67
永大化工共栄会 112 8.29
加貫るり子 41 3.02
遠山和子 40 2.95
大阪中小企業投資育成会社 39 2.89
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 37 2.73
星和電機株式会社 32 2.39
和田和子 32 2.37
日本生命保険相互会社 28 2.06
永大化工従業員持株会 27 2.05

発行可能株式総数 4,000,000株
発行済株式の総数 1,460,000株（うち自己株式102,604株）
当事業年度末の株主数 1,353名（前期末比13名増）
大株主

（2022年3月31日現在）

（注）1．千株未満は切り捨てて表示しております。
2．持株比率は、自己株式（102,604株）を控除して計算しております。
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株 式 情 報
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事 業 年 度 ４月１日から翌年３月31日
定時株主総会議決権確定日
期末配当金受領株主確定日 ３月31日

中間配当金受領株主確定日 ９月30日

定 時 株 主 総 会 毎年６月

単 元 株 式 数 100株

株 主 名 簿 管 理 人 みずほ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 〒168-8507 東京都杉並区和泉二丁目８番４号
みずほ信託銀行株式会社 証券代行部
電話 0120-288-324（通話料無料）

〔受付時間 9:00～17:00（土、日、祝祭日、年末年始を除く）〕
ホームページ https://www.mizuho-tb.co.jp/daikou/

特別口座の口座管理機関 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 大阪証券代行部
〒541-8502 大阪市中央区伏見町三丁目６番３号
電話 0120-094-777（通話料無料）

〔受付時間 9:00～17:00（土、日、祝祭日、年末年始を除く）〕
ホームページ https://www.tr.mufg.jp/daikou/

上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所

公 告 の 方 法 電子公告の方法により、下記ホームページに掲載いたし
ます。
ただし、事故その他やむを得ない事由が生じた場合は、日
本経済新聞に掲載いたします。
https：//www.eidaikako.co.jp/

設 立 1956年11月１日

資 本 金 1,241,700,000円

発 行 済 株 式 1,460,000株

事 業 目 的 1.合成樹脂シートの製造及び
販売

2.合成樹脂異型成形品（家庭
電化製品用内外装部品、住
宅用内外装建材、鋼製家具
用内外装部品、車輌用フロ
アーマット、風呂蓋、厨房用
品、パイプハンガー）の製
造及び販売

3.前各号に関する商品の輸
出入

4.上記各号に付帯又は関連
する一切の業務

インターネット
ホ ー ム ペ ー ジ

アドレス
https：//www.eidaikako.co.jp/

役　　員 （2022年3月31日現在）

（2022年3月31日現在）

株主メモ

会社の概要

代 表 取 締 役 社 長 浦 　 義 則
常 務 取 締 役 鈴 木 広 二
取 締 役（ 監 査 等 委 員 ） 佐 藤 吉 弘
社外取締役（監査等委員） 籔 本 憲 靖
社外取締役（監査等委員） 北 畠 昭 二

（ご注意）
1. 特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱ＵＦＪ信託銀行が口座

管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機関（三菱ＵＦＪ信託銀行）にお問
合せください。        
なお、三菱ＵＦＪ信託銀行全国各支店にてもお取次ぎいたします。

2. 未受領の配当金につきましては、みずほ信託銀行本店および全国各支店ならびにみずほ銀行
本店および全国各支店でお支払いいたします。     
なお、みずほ証券にてもお取次ぎいたします。
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